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全国学力・学習状況調査の結果が間もなく公

表されます。7月 16日（木）には、学校向け

各種帳票や児童生徒の個人票が提供される予

定です。今後、各学校では調査結果を踏まえて、

児童生徒の学習状況や学習指導の改善に向け

た取組が進められていくことと思われます。こ

の調査問題作成の基本理念には、 

  

 

 

 

 

 

 

とあります。調査問題のメッセージを受け取り

指導の改善につなげていくことが大切です。右

に示した今年度の調査問題を例に、本県の課題

である「基礎的・基本的な知識及び技能の確実

な定着」に向けた授業を考えてみます。 

 

【小学校国語問題から】アウトプットする活動

の中に、既習の知識や技能が発揮されるような

場を意図的に設定することが考えられます。読

み手の立場になり、読みやすさや意味の通りや

すさを考えて漢字で書くことの大切さに気付

くようにすることも大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査のメッセージを受け取り、学習指導の改善・充実へ    

小学校国語 調査問題 大問２（三） 

➡「夏を快適に過ごすための工夫について報告する文章を

書く」という言語活動の中で、自分が書いた文章を読み

返し、習っている漢字がひらがなになっていたため書き

直す場を設定。 

中学校国語 調査問題 大問一 

➡日常の言語活動の中にある言葉を取り上げて言葉の特

徴やきまりについて考える場を設定。 

調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対

して土台となる基盤的な事項を具体的に示す

ものであり、教員による指導方法の改善や児童

生徒の学習改善・学習意欲の向上等に役立てる

という視点から、学習指導上特に重視される点

や身に付けるべき力を具体的に示すメッセー

ジとなる問題を出題すること。 

【中学校国語問題から】日常生活の中から課題を見

いだし、学習内容と結び付ける場を設定することが

考えられます。「動詞」や「助動詞」など、教科で学

習する用語を用い、自分で説明したり整理したりす

ることで、概念的な理解につながりやすくなります。 

 

調査問題からどのようなメッセージを受け取るか

は、学校の実態によって様々に考えられます。 

全国学力・学習状況調査は、調査の対象学年だけ

ではなく、全学年を通じた学習指導の改善・充実を

図るための参考とすることができる点や、日々の学

習指導の改善・充実を図る際に役立てることができ

る点を意識して、先生方全員の力を合わせ、学習指

導に当たっていっていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年度 学力向上プラン 

〈全国学力・学習状況調査を踏まえた手立て〉 

 授業改善を意識し、全学年で、日々の学習指導で

行う手立てを、全職員で検討し実践してください。 

 

 

 


